
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● コミュニティ・スクール特集（学校運営協議会を設置している学校）● 

第 11号 令和７年 12 月 18 日発行（不定期） 

発行：北海道教育庁オホーツク教育局 

担当：教育支援課社会教育指導班（文責 髙橋） 
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「学力向上」を熟議のテーマに！ 中学校区で合同開催! 

同じ中学校区の北見市立東小学校と東陵中学校は、合同で学校運営協

議会を実施しました。協議会委員の方の「子どもたちが社会に出たとき

に困らないような基礎的な学力を付ける必要がある。そのためには小学

校からの取組が重要」という意見を踏まえ、熟議のテーマを「東陵中学

校における学力向上について」とし、同一中学校区の中央小学校と美山

小学校の管理職も参加し、活発な意見交換がされました。 

この度集まった学校運営協議会委員の方々は、同一中学校区にある小

学校・中学校のＰＴＡ、近隣高校のＰＴＡ、大学関係者、病院関係者、

民間企業社長、民生委員等、多様な立場の方々の 20名です。委員の方々

から次のような意見が出されましたので、その一部をご紹介します。 
中学校区合同学校運営協議会の様子 

コミュニティ・スクールとは、子どもたちの成長を支えるため、校長や教職員だけではなく保護者や地域住民等

が「当事者」として子どもたちの学びに参画し、学校運営を支え・強化する仕組みです。今号は、オホーツク管内

において、「熟議」（多くの当事者により熟慮と討議を重ねること）の充実を図っているコミュニティ・スクールの

取組を中心に紹介します。 

地域と学校の連携推進だより 

 

・スマホやゲームの利用時間 

・読書離れ 

・運動量の不足（部活加入率低い） 

・家庭学習の量と習慣 

・授業力の向上 

・基礎・基本の定着 

・学力の二極化 

・まずは大人が家族の時間にスマホを見ない 

・スマホを使用しない時間を確保するようＰＴＡから呼びかける 

・親が本を読んでいる姿を見せる 

・大人が子どもに対し根負けしない生活習慣を確立する 

・学ぶ喜び、知識を身に付けると生活が変わる感覚を持たせる 

・興味・関心をもてる授業を創造する 

・授業で非認知能力（感情の向き合い方等）を育成する 

今回の熟議を小・中学校両者で吟味し、共通した内容を次年度の学校経営計画に反映するとのことです。東小

学校の校長先生から、今後は基礎的・基本的な学習内容の定着はもちろん、ＩＣＴを活用した授業改善や小６・

中１合同行事などを取り入れ、キャリア教育を視野に入れた小中連携を一層進めていくとお話いただきました。 

課 題 手立て 

育成を目指す資質・能力の三つの柱（文科省） 

現在の学校教育では、知識

だけでなく新しい時代に必

要となる幅広い資質・能力の

育成が求められています。 



紋別中学校は、学校運営協議会グランドデザインを作成し、学校運営協議

会を計画的に年間５回実施することで、熟議の機会を十分確保するよう工夫

しており、第２回学校運営協議会では、「ＩＣＴ授業を体験してみよう！」

と題して委員の方にタブレット端末をその場で利用してもらうなど、学校の

実際の教育活動を理解してもらう取組を実施しました。 

また、紋別中学校が中心となり、中学校区における「15 歳の子ども像」

を策定し、子どもたちが年齢に応じて必要な力を段階的に身に付けていく仕

組みづくりに動いています。 

その一環として、第４回学校運営協議会では、熟議のファシリテーターを

教育局社会教育指導班が担い、経済産業省が示す「これからの社会に必要な

スキルや能力」を説明し、子どもが社会人として働く将来を見据えた上で、

委員の方が「15歳の子ども像について」を熟議できるよう情報提供しまし

た。熟議では、委員の方から子どもたちに必要な力について様々な意見が出

され、最終的に「自己管理（食・健康）」「あいさつ」「失敗しても乗り越え

る力」「夢中」「向上心」「忍耐力」「コミュニケーション力」「発想力」「想像

力」「思いやり」「素直さ」に整理されました。この後は、同じ中学校区の紋

別小学校・南ケ丘小学校・上渚滑小学校から意見をもらい、策定に向けて進

めていくとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回(6/2) 第２回(6/23) ７月 第３回(9/29) 第４回(11/19) 12月 第５回(2/25) 

・グランドデザイン 

学校経営の説明 

・「令和の日本型学校 

教育」とは？ 

ＩＣＴ授業を体験し

てみよう！ 

（タブレット端末 

電子黒板の活用） 

学
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中学校区で育てたい 

「15 歳の子ども像」の

熟議① 

中学校区で育てたい 

「15 歳の子ども像」の

熟議② 
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次年度の学校経営方

針についての協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会に高校生も参加！ 学校運営協議会発信の企画が実現！ 

こ

ここにテキスト

を入力 

遠軽高校は、北海道では珍しい１学年５学級規模の学校でのコミュニ

ティ・スクールです。遠軽高校の学校運営協議会は、学校と地域が連携

した取組を推進する「地域連携グループ」と学校課題の解決に向けた取

組を推進する「課題支援グループ」で組織されています。 

「地域連携グループ」は、多文化交流事業「えんがるスタディー」を

企画・実施し、遠軽高校生３名と遠軽町内の外国人労働者 10 名が交流し

ました。この事業に参加した高校生が、第２回の学校運営協議会に出席

し、「交流を通して外国人に対する先入観が払拭された。多文化交流は多

くの生徒が参加できると良い」と発言するなど、委員の方が高校生の声

を直接聞く機会となりました。他にも、地元企業説明会や町民も参加で

きるマラソン大会など、学校と地域が連携して実施できる取組について

提案や議論がされました。 
多文化交流事業「えんがるスタディー」の様子 

こ

ここにテキスト

を入力 

中学校区（４校）で「15歳の子ども像」を策定します！ 

【図２】情報提供資料 

経済産業省「未来人材ビジョン」より 

【図１】「令和７年度紋別市立紋別中学校学校運営協議会グランドデザイン」より 

学校運営協議会の様子 


